
目的

内　　　容

②就業への備えと研修修了後における継続的な研修

修了時の評価ポイント

①振り返り
　　・研修を通して学んだこと　・今後継続して学ぶべきこと　・根拠に基づく介護についての要点

　 根拠に基づく介護の要点について講義等により再確認を促す。

●最新知識の付与と、次のステップ（職場環境への早期適応等）へ向けての課題を受講者が認識できるよう促す。
●介護職員の仕事内容や働く現場、事業所等における研修の実例等について、具体的なイメージを持たせるような教材の工夫をし
 　理解を促す。 （視聴覚教材、現場職員の体験談、サービス事業所における受講者の選択による実習・見学等）
●根拠に基づく介護を理解する為、この研修で学んだ介護過程を再確認する。

シラバス（介護職員初任者研修）

●在宅、施設のいずれの場合であっても、「利用者の生活の拠点に共に居る」という意識を持って、その状態における模擬演習（身だ

●研修を通じて学んだこと、今後継続して学ぶべきことを演習等で受講者自身に表出・言語化させた上で、利用者の生活を支援する

振り返り

○研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだことについて再確認を行う。

●修了後も継続的に学習することを前提に、介護職員が身に付けるべき知識や技術の体系を確認し、受講者一人ひとりが今後何を

　　・キャリアアップに関する国の考え方

○就業後も継続して学習・研鑽する姿勢の形成、学習課題の認識を図る。

　　・継続的に学ぶべきこと　・研修修了後における継続的な研修について　
　　・具体的にイメージできるような事業所等における実例（ＯＪＴ、Ｏff－ＪＴ）を紹介

　 継続的に学習すべきか理解できるよう促す。

●継続的な研修の必要性をグループワークにて検討し、理解を深める。

指導の視点及び展開例

　 しなみ、言葉遣いなど）を行い、業務における基本的態度の視点を持って介護を行えるよう理解を促す。

修了評価は無し


